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受賞企業の事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

安価・小型の赤外線センサを活用して、様々な端末（Windows、Linux、Android）に対応でき

るサーマルカメラを開発しました。本製品はＩｏＴ・ウェアラブル分野に応用できます。 

 

 高性能・高機能 USB カメラと通信技術に関す

る研究・開発・販売を行っています。 

 サーマルカメラ（赤外線カメラ）は、熱画像を

撮影する特殊なカメラであり、熱画像の撮影、

温度の計測がその装置内でのみ処理され、外

部機器との連携はできませんでした。 

また、もともとは軍事用に開発されたため非

常に高価でしたが、数年前より安価（数万円程

度）な赤外線センサが販売され、同社はそれ

に着目して研究開発を始めました。その過程

で赤外線センサの情報を温度に変換する際の

温度精度を更に向上させたいと考え、加えて

様々な外部機器へ接続するための開発ツー

ルを整える必要性を感じました。 

 そこで同社は、温度精度を更に向上させるべ

く、大学と連携し精度よく測定するための改良

を重ねました。加えて、既に持っていたUSBカ

メラの有線接続技術とAndroid端末を組合わせ

ることで、スマートグラス等の情報端末への接

続を可能にしました。（図１） 

 さらに、様々な OS 環境（Windows、Linux、

Android）に対応した SDK（ソフトウェア開発キッ

ト）を整えることで、様々な外部機器との接続に

関する開発が容易になり、様々な機器へ温度

測定データを応用する事が可能となりました。

例えば、サーマルカメラと小型サーバーを組

合わせて、遠隔地から工場の操業状況を管理

したり、セキュリティ対策として監視カメラなど

へ利用することも容易となっています。（図２） 

将来的には、エアコンと組合わせることで、

将来的には、味噌・醤油・酒などの醸造工程の

温度管理を行うために利用することにより、安

定した食品の品質管理に貢献します。これらの

日本の発酵食品を海外へ出荷もしくは製造技

術を輸出するときにも役立つと期待されます。 

本製品は様々な製品やサービス、研究開発

に応用でき、安心、安全で快適な社会の構築

に貢献します。 

様々な環境下での開発ツールを備えた 

安価・小型のサーマルカメラ 
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図２ サーマルカメラによる遠隔監視 

図１ サーマルカメラとAndroid端末の連携 


